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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月3日(2019.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）　そのＣ末端に切断部位を含むプレ配列であって、そのＮ末端にアミノ酸ＭＡＴＴ
Ｘ１Ｔ、ＭＡＴＴＸ１ＴＧ、ＭＡＴＴＸ１ＴＧＮ、ＭＡＴＴＸ１ＴＧＮＳまたはＭＡＴＴ
Ｘ１ＴＧＮＳＡを含み、Ｘ１は、ＬまたはＳであるプレ配列と、
　ｂ）　ＣＤ－ＲＡＰまたはその多様体であって、該多様体が配列番号１の配列に対して
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少なくとも９５％の配列同一性を有する、ＣＤ－ＲＡＰまたはその多様体と
を含む、ＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項２】
　前記プレ配列は、そのＮ末端にアミノ酸ＭＡＴＴＳＴ、ＭＡＴＴＳＴＧ、ＭＡＴＴＳＴ
ＧＮ、ＭＡＴＴＳＴＧＮＳもしくはＭＡＴＴＳＴＧＮＳＡまたはそれらの多様体を含む、
請求項１に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項３】
　前記プレ配列は、５～５０のアミノ酸の長さを有し、特に６～３５のアミノ酸の長さを
有する、請求項１または２に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項４】
　前記前駆体タンパク質は、ＫｙｔｅおよびＤｏｏｌｉｔｔｌｅによるハイドロパシーの
総平均（ＧＲＡＶＹ）－０．０３未満を有し、かつ／または前記プレ配列は、Ｋｙｔｅお
よびＤｏｏｌｉｔｔｌｅによるハイドロパシーの総平均（ＧＲＡＶＹ）－０．２未満を有
する、請求項１から３までのいずれか１項に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項５】
　前記切断部位は、酵素切断部位であり、特にエンドペプチダーゼ切断部位であり、特に
エンテロキナーゼ切断部位であるか、または混合求核体スーパーファミリーＡ（ＰＡ　ｃ
ｌａｎ）プロテアーゼ切断部位であり、特にＲアミノ酸またはＫアミノ酸である、請求項
１から４までのいずれか１項に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項６】
　前記エンドペプチダーゼは、システインプロテアーゼおよびセリンプロテアーゼからな
る群から選択され、好ましくはトリプシンまたはキモトリプシンであり、より好ましくは
トリプシンである、請求項５に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項７】
　前記プレ配列は、配列番号２、配列番号３、配列番号４、配列番号５、配列番号６、配
列番号７、配列番号８、配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、配列番号１２、配列
番号１３、配列番号１４、配列番号１５、配列番号１６、配列番号１７、配列番号１８、
配列番号１９からなる群から選択されるアミノ酸配列もしくはその多様体を含むか、また
は該アミノ酸配列もしくはその多様体からなる、請求項１から６までのいずれか１項に記
載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項８】
　前記前駆体タンパク質は、配列番号２０によるアミノ酸配列もしくはその多様体を含む
か、または該アミノ酸配列もしくはその多様体からなる、請求項１から７までのいずれか
１項に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項に記載の前駆体ＣＤ－ＲＡＰタンパク質をコードす
る核酸。
【請求項１０】
　請求項９に記載の核酸を含有するベクター。
【請求項１１】
　請求項１から８までのいずれか１項に記載の前駆体ＣＤ－ＲＡＰタンパク質、請求項９
に記載の核酸または請求項１０に記載のベクターを含む、宿主細胞。
【請求項１２】
　ネイティブＣＤ－ＲＡＰの製造方法であって、
　ａ）　請求項１から８までのいずれか１項に記載のＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質を提
供するステップと、
　ｂ）　前記プレ配列を除去してネイティブＣＤ－ＲＡＰを取得するステップと
を含む方法。
【請求項１３】
　以下：
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　ｃ）　前記ＣＤ－ＲＡＰ前駆体タンパク質のフォールディングを行い、適宜、前記フォ
ールディング済みのＣＤ－ＲＡＰを精製するステップと、
　ｄ）　前記ネイティブＣＤ－ＲＡＰを精製するステップと
のうちの１つまたは複数をさらに含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップｂ）において前記プレ配列を除去する前かまたはその後に、特にステップｂ）
において前記プレ配列を除去する前に、ステップｃ）においてＣＤ－ＲＡＰのフォールデ
ィングを行う、請求項１２または１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ステップｂ）において、前記プレ配列を、酵素による切断によって除去し、特にエンテ
ロキナーゼによる切断によって、またはエンドペプチダーゼによる切断によって、特にト
リプシンによる切断によって除去する、請求項１２から１４までのいずれか１項に記載の
方法。
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